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宮本輝ミュージアム

　このたびは追手門学院大学附属図書館宮本輝ミュージアムにご来場いた

だき、誠にありがとうございます。

　　2016年は、追手門学院大学創立50周年の記念すべき年です。5月29日に

グランフロント大阪で開催された記念式典では、大学第１期生である宮本輝氏

に、その輝かしい業績を讃え、大学から名誉フェローの称号が授与されました。

宮本輝氏はこれに応えて、ユーモアを交えた、大学の未来を言祝ぐ素晴らしい

スピーチを披露して下さいました。

　宮本輝ミュージアムでも、この記念すべき年に、50年の歳月を振り返る展示を

企画いたしました。写真に残された50年前のキャンパスや、当時の学生たちの姿。

宮本輝氏ご自身が写る硬式テニス部の合宿の様子や、テニスコート。当時の

学生たちの制服や、木製のテニスラケットなど。一枚一枚の写真、一つ一つの

物たちの中に、その時代を生きた人々の思い出が詰まっています。これらを巡覧

することにより、この大学に流れた50年という時間を再確認していただければと

思います。

　一人一人の学生にとっては、たった4年間の大学生活ですが、毎年新しい

学生が入学し、ここで学び、卒業するということが繰り返され、大学に流れる時間

は先輩から後輩へと引き継がれます。この歴史はさらに未来へと続いていきます。

在学生の皆さんは、今、この歴史の流れの最先端に立っています。また追手門

学院大学に関わるあらゆる人々が、歴史の流れをより豊かにして下さっています。

　今回の企画展に際しまして、多くの方々のご協力をいただきました。関係各位の

多大なるご協力に感謝し、この場を借りて深くお礼を申し上げます。
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